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競
勢
酔
虎
伝

大
矢
内
竜
吾

大
蘇
芳
年

画

（当
館
所
蔵
）

繋

ぬ
ま
づ
近
代
史
占
揺

④
灘

彰
義
隊
の
残
党

大
谷
内
龍
五
郎

明
治
二
年

（
一
人
六
九
）
時
点
に
お
け
る

沼
津
駐
在
の
静
岡
藩
役
人
名
簿
で
あ
る

『沼

津
御
役
人
附
』
に
、
沼
津
勤
番
組
十
八
番
頼

世
話
役
と
し
て
大
矢
内
龍
五
郎

（正
し
く
は

大
谷
内
の
よ
う
で
あ
る
）
と
い
う
人
物
の
名

前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

彼
こ
そ
は
、
Ｌ
野
で
奮
戦
し
錦
絵
の
題
材

に
も
な

っ
た
彰
義
隊
の
勇
士
で
あ
る
。
下
総

古
河
の
生
ま
れ
、
諄
を
幸
重
と
い
い
、
元
は

撒
兵
隊
の
下
ｌｆ
で
、
彰
義
隊
で
は
九
番
隊
組

頭
だ
っ
た
。
十
八
人
い
た
兵
隊
組
頭
の

一
人

で
あ
る
。
上
野
戦
争
で
は
両
腕
に
貰
通
銃
創

を
負

い
、
牛
込
箪
笥
町
の
自
宅
に
潜
伏
し
た

後
、
駿
河

（駿
束
郡
玉
川
村
農
高
出
方
）

ヘ

移
住
し
た
。

「
性
諮
達
剛
毅
武
を
好
み
」
と
い
う
人
柄

で
、
沼
津
で
は
紫
糸
で
皆
を
結
び
太
刀
を
挟

み
、
彰
義
隊
の
残
党
で
あ
る
三
二
人
の
壮
士

と
と
も
に
他
の
移
住
者
を
降
呪
す
る
よ
う
に

倣
然
問
歩
し
て
い
た
と
い
う
。

大
谷
内
と
そ
の
同
志
ら
は
、
元
彰
義
隊
と

し
て
の
結
束
を
強
化
す
る
た
め
盟
約
を
定
め

た
。
し
か
し
、
明
治
二
年
十
二
月
二
十
七
日
、

盟
約
を
破
り
藩
の
郡
政
役
所
に
仕
え
よ
う
と

大
矢
内
竜
吾

善
美
を
つ
く
せ
し
七
堂
伽
藍
、
鳥
有
に

罹
り
て
尽
く
味
方
敗
籍
す
る
に
臨
ミ
、
通

れ
て
再
挙
を
は
か
ら
ん
と
翔
り
て
天
飛
ぶ

雁
鍋
乃
角
に
烈
し
く
切
戦
な
し
、
数
ケ
所

の
薄
手
を
負
け
れ
ば
、
是
ま
て
な
り
と
衣

服
を
脱
し
、
寄
手
に
ま
ざ
れ
て
跡
を
暗
ま

し
、
后
年
駿
河
の
国
に
到
り
割
腹
な
し
て

相
果
け
り
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し
た
者
を

一
部
の
激
昂
し
た
同
志
が
暗

殺
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
上
香

貫
村
で
斎
藤
健
二
郎
（金
左
衛
門
と
も
、

彰
義
隊
で
は
記
録
掛
組
頭
）
が
、
堂
庭

村
で
上
野
岩
太
郎
が
殺
害
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
二
人
の
首
級
は
沼
津
勤
番
組
之

頭
自
戸
隆
盛
の
自
宅
玄
関

（郡
政
役
所

と
も
）
に
置
か
れ
、
天
誅
で
あ
る
と
表

示
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
明
治
三
年
八
月
大
谷
内
は

山
岡
鉄
舟
の
口
利
き
で
仲
間
と
と
も
に

遠
州
牧
之
原
に
移
り
開
墾
方
に
所
属
す

る
。
し
か
し
、
仇
討
ち
を
望
む
斎
藤

・

上
野
の
遺
族
ら
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
同

年
十
二
月
二
十
日
首
領
と
し
て
の
責
任

を
と
り
切
腹
し
果
て
た
。
行
年
二
十
六

歳
。
墓
は
島
田
市
の
医
王
寺
に
あ
る
。

な
お
、
斎
藤
健
二
郎
の
墓
は
沼
津
市
の

霊
山
寺
、
上
野
岩
太
郎
の
墓
は
清
水
町

堂
庭
の
蓮
華
寺
に
残
る
。

〈参
考
文
献
〉
石
橋
絢
彦

「沼
津
兵
学

校
沿
草

（八
ご

『同
方
会
誌
』
４８
、
大

石
貞
男

『牧
之
原
開
拓
史
考
』
、
村
上
忠

見

「
日
本
歴
史
最
後
の
仇
討
ち
は
沼
津

在
方
仮
寓
の
彰
義
隊
の
内
紛
が
発
端
」

『沼
津
史
談
』
３６
、
丸
茂
利
恒

「彰
義

隊
戦
争
実
歴
砂
上
」
『同
方
会
報
告
』
４

ほ
か

シ
リ
ー
ズ

′

沼津
兵
学
校
と
そ
の人
材
〈〉

工
部
大
学
校

へ
の
進
学
者
た
ち明治 14年 (!881) 二部大学校第 3回卒業生

(『工部大学校史料』より)

① 自井藤一郎、③真野文二、◎永井久太郎

⌒

沼
津
兵
学
校
の
理
工
系
に
お
け
る
優

秀
さ
を
そ
の
後
も
発
揮
し
た
最
良
の
継

承
者
と
も
い
う
べ
き
存
在
が
、
工
部
大

学
校

へ
進
学
し
た
人
々
で
あ
る
。

工
部
大
学
校
と
は
、
最
初
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
に
工
部
省
所
管
の
工
学

寮
と
し
て
設
立
さ
れ
た
工
業
教
育
機
関

で
あ
り
、
明
治
十
年

（
一
人
七
七
）
に

工
部
大
学
校
と
改
称
、
そ
の
後
文
部
省

に
移
管
さ
れ
十
九
年

（
一
八
八
六
）
に

東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
と
な
る
ま
で

続
い
た
。
つ
ま
り
東
京
大
学
工
学
部
の

前
身
に
あ
た
り
、
日
本
の
近
代
化
に
貢

献
し
た
多
く
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
輩
出
し

た
学
校
で
あ
る
。

土
木
・機
械
・
造
家

（建
築
Ｙ
電
信
・

化
学

。
冶
金

。
鉱
山

・
造
船
の
学
科
が

置
か
れ
、
イ
ギ
リ
ス
人
ダ
イ
ア
ー
を
は

じ
め
優
れ
た
お
雇
い
外
国
人
教
師
が
教

育
に
あ
た
っ
た
。

沼
津
兵
学
校
な
き
あ
と
上
京
し
工
部

大
学
校
に
学
ん
だ
の
は
、
以
下
の
顔
触

れ
で
あ
る
。

石
橋
絢
彦
　
　
土
木
科
第

一
回
卒
業
生

（沼
津
兵
学
校
第
四
期
資
業
生
）

自
井
藤

一
郎
　
機
械
科
第
二
回
卒
業
生

（沼
津
兵
学
校
第
八
期
資
業
生
）

真
野
文
二
　
　
機
械
科
第
二
回
卒
業
生
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（沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
生
徒
）

永
井
久
太
郎
　
鉱
山
科
第
二
回
卒
業
生

（沼
津
兵
学
校
第
五
期
資
業
生
）

新
家
孝
正
　
　
造
家
科
第
四
回
卒
業
生

（沼
津
兵
学
校
第
九
期
資
業
生
）

田
辺
朔
郎
　
　
土
木
科
第
五
回
卒
業
生

（沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
生
徒
）

小
田
川
全
之
　
土
木
科
第
五
回
卒
業
生

（沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
生
徒
）

石
橋
は
灯
台
建
設
の
権
威
、
自
井
は

海
軍
の
造
船
大
監
、
真
野
は
九
州
帝
国

大
学
総
長
、
永
井
は
最
初
の
女
子
留
学

生
瓜
生
繁
子
の
兄
、
新
家
は
辰
野
金
吾

ら
と
な
ら
ぶ
建
築
家
、
日
辺
は
琵
琶
湖

疏
水
の
建
設
者
、
小
田
川
は
足
尾
銅
山

の
技
師

・
古
河
財
閥
の
重
役
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
知
ら
れ
る
。
自
井
と
永
井
を
除

く
五
名
は
工
学
博
士
に
な
っ
た
。

な
お
、
同
じ
静
岡
藩
の
静
岡
学
問
所

（

出
身
者
で
は
、
三
好
晋
六
郎

（機
械
科

第

一
回
Ｙ

坂
湛

（機
械
科
第
二
回
）
。

二
宮
正

（化
学
科
第
二
回
）
が
工
部
大

学
校
を
卒
業
し
た
。
さ
ら
に
東
海
の

一

小
藩
に
過
ぎ
な
か

っ
た
沼
津
藩
か
ら

も
、
杉
山
輯
吉

（土
木
科
第

一
回
Ｙ

辻

邑
容
吉

（土
木
科
第
二
回
）
の
二
名
が

同
校
に
学
ん
だ
事
実
が
知
ら
れ
る
。

明
治
二
十

一
年

（
一
八
八
八
）
か
ら

二
十
二
年

（
一
九
〇
〇
）
ま
で
に
七
十

八
名
が
工
学
博
士
を
授
与
さ
れ
た
が
、

う
ち
五
十
五
名

（七
十

一
％
）
が
士
族

で
あ

っ
た

（三
好
信
浩

『明
治
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
教
育
Ｌ
。
工
部
大
学
校
に
進
学

し
た
沼
津
兵
学
校

・
静
岡
学
問
所

・
沼

津
藩
出
身
者
の
存
在
も
、
日
本
に
お
け

る
工
業
化
の
最
初
の
担
い
手
が
彼
ら
サ

ム
ラ
イ

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『江
原
素
六
先
生
伝
』
２

九
二
三
年

刊
）
に
、
山
中
笑

（共
古
）
の
談
話
が

以
下
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

羽
山
さ
ん
の
母
堂
は
確
か
バ
ラ
さ
ん

か
ら
洗
礼
を
受
け
た
人
だ
と
思
ふ
。

（中
略
）
江
原
さ
ん
の
宅
に
接
近
し

て
住
ま
つ
て
居
た
の
で
江
原
さ
ん
は

此
人
か
ら
能
く
教
の
話
を
聴
い
た
も

の
だ
、
（中
略
）
江
原
さ
ん
は
非
常
に

此
人
の
人
格
を
尊
敬
し
て
居
た
。
婦

人
ら
し
き
婦
人
と
し
て
常
に
称
揚
し

て
居
た
。
（中
略
）
沼
津
教
会
の
信
者

で

一
人
と
し
て
け
い
子
さ
ん
に
推
服

し
て
居
な
か
つ
た
も
の
は
な
か
つ

た
。
江
原
さ
ん
も
信
仰
の
事
に
就
い

て
は
能
く
此
人
か
ら
励
ま
さ
れ
た
り

又
教

へ
ら
れ
た
り
し
た
も
の
で
す

こ
れ
は
江
原
を
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰

に
導
い
た
人
物
と
し
て
、
羽
山
剤
子
と

い
う
賢
婦
人
の
こ
と
を
紹
介
し
た
も
の

で
あ
る
。
江
原
は
彼
女
を
婦
人
の
亀
鑑

と
し
て
講
演
の
中
で
よ
く
紹
介
し
た
と

い
つヽ
。

羽
山
剤
子
は
、
御
庭
番
と
し
て
幕
府

に
仕
え
た
和
多
田

一
夢
の
娘
で
、
同
じ

く
幕
臣
羽
山
嫁
に
嫁
い
だ
。
維
新
後
沼

津
に
移
住
し
た
が
、
兄
和
多
田
直
正
は

沼
津
兵
学
校
資
業
生
、
夫
羽
山
嫁
は
兵

学
校
体
操
方
に
な
っ
た
。

父

一
夢
は
幕
末
の
初
代
新
潟
奉
行
川

な
か
た
か

村
修
就
の
息
子
で
あ
り
、
従

っ
て
剤
子

の
従
兄
弟
に
は
江
原
素
六
夫
人
縫
子
、

洋
画
家
川
村
清
雄
、
外
山
正

一
夫
人
房

子
ら
が
い
た

（系
図
は

『沼
津
市
明
治

史
料
館
通
信
』
２３
を
参
照
の
こ
と
）
。

剤
子
は
夫
嫁
と
の
間
に

一
男

一
女
を

も
う
け
た
が
、
廃
藩
後
陸
軍
に
入
っ
た

嫁
は
西
南
戦
争
で
戦
死
し
た
。
若
く
し

て
未
亡
人
と
な
っ
た
剤
子
は
立
派
に
子

供
を
育
て
上
げ
、
長
男
鐘
吉
は
神
戸
で

実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
。

新家孝正の工学士学位記

(新家孝信氏所蔵)

江

藤

寿

子

母

娘

新家孝正の工学博士学位記

(新家孝信氏所蔵)

羽 山 井J子
(和多田寛氏提供)
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明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
剤
子

は
神
戸
の
鐘
吉
宅
で
亡
く
な
っ
た
。
五

十
歳
で
あ
っ
た
。
江
原
素
六
関
係
文
書

の
中
に
は
、
刑
子
が
江
原
縫
子
に
あ
て

た
手
紙
が
多
数
残
る
。

一
方
、
刑
子
の
長
女
寿
子

（ひ
さ
、

一
八
七
七
～

一
九
五
八
）
は
、
二
歳
年

上
の
江
原
素
六
の
長
女
夏
子

（な
つ
）

と
と
も
に
沼
津
高
等
小
学
校
、
続
い
て

静
岡
女
学
校

（現
静
岡
英
和
女
学
院
）

に
学
ん
だ
。
静
岡
女
学
校
は
邦
語
科
を

明
治
二
十
六
年
に
第

一
回
生
と
し
て
、

英
語
科
を
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
に

一牛
業
し
た
。
三
十

一
年
に
は
江
原
素
六

の
媒
酌
で
駿
東
郡
金
岡
村
の
素
封
家
江

藤
林
太
郎

（
一
八
六
八
～

一
九
四
二
）

に
嫁
い
だ
。
江
藤
家
は

一
家
そ
ろ
っ
て

江
原
の
ブ
レ
ー
ン
と
も
い
う
べ
き
地
域

の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
林
太
郎
も
村
長
・

郡
会
議
員

・
県
会
議
員
な
ど
を
歴
任
し

た
名
望
家
で
あ
り
、
寿
子
も
そ
の
妻
ら

し
く
金
岡
村
の
婦
人
会
長
を
明
治
二
十

五
年

（
一
九
〇
二
）
か
ら
昭
和
十
四
年

（
一
九
二
九
）
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ

て
つ
と
め
た
。

〈参
考
文
献
〉
三
枝
基

『聖
女
羽
山
剤

子
』
２

九
四
八
年
）
、
『静
岡
英
和
女
学

院
百
年
史
』
２

九
九
〇
年
）
他

◎
企
画
展
ｒ

校
逸
品

沼
津
市
小
中

学
校
資
料
展
」
の
開
催
に
つ
い
て

去
る
１２
月
２０
日
（火
）
か
ら
２
月
２６
日

（日
）
ま
で
の
開
期
で
企
画
展

「
一
校
逸

口田
　
沼
津
市
小
中
学
校
資
料
展
」
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
長
い
歴
史
を
も

つ
学
校
に

は
、
大
切
な
宝
物
、
誇
る
べ
き
自
慢
の

品
、
古
い
資
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今

回
の
展
示
会
で
は
そ
れ
ら
の
品
物
を
市

内
四
十

一
の
小
中
学
校
か
ら
お
借
り
し

一
堂
に
集
め
て
展
示
し
ま
し
た
。
自
分

の
母
校
や
住
ん
で
い
る
地
区
の
学
校
に

は
ど
の
よ
う
な
物
が
あ
る
の
か
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
学
校
と
い
う

場
所
に
保
存
さ
れ
て
き
た
資
料
の
豊
か

さ
に
思
い
を
新
た
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

◎
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録
１６

の
刊
行
に
つ
い
て

『中
沢
田
区
有
文
書
目
録
』
、
Ｂ
５
判

三

一
九
ペ
ー
ジ
、
頒
価
二
四
〇
〇
円

中
沢
田
自
治
会
か
ら
寄
託
さ
れ
て
い

る
近
世

。
近
代
文
書
の
目
録
。
歴
代
の

区
長
が
引
き
継
い
で
き
た
貴
重
な
文
書

群
で
す
。
特
に
昭
和
二
十
年

（
一
九
四

五
）
八
月
以
後
の
終
戦
直
後
の
市
役
所

通
知
な
ど
、
他
に
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て

い
な
い
稀
少
な
史
料
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

◎
受
贈
図
書
の
紹
介

『
日
露
戦
争
と
井
口
省
吾
』
（鈴
木
正

三
氏
）
、
『川
村
清
雄
研
究
』
（川
村
清
衛

氏
）
、
ｆ
む
れ
ま
い
沼
津
大
空
襲
』
第
２

集

。
第
３
集

（高
野
八
重
氏
）
、
『波
涛

を
越
え
て
』
（浅
田
繁
太
郎
氏
）
、
『静
岡

県
史
』
資
料
編
２．
近
現
代
六

・
資
料
編

Ｈ
近
世
三
（静
岡
県
教
育
委
員
会
）
、
『仰

音同
　
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
Ｌ
沼
津
市

立
第
四
小
学
校
）
、
『開
校
五
十
周
年
記

念
誌
　
千
本
』
（沼
津
市
立
千
本
小
学

校
）
、
『地
方
史
静
岡
』
第
２２
号

（地
方

史
静
岡
刊
行
会
）
、
『礎
　
杉
山
英
男
先

生
追
悼
文
集
』
（川
田
弘
氏
）
、
『特
別
展

馬
と
牧
』
（松
戸
市
立
博
物
館
）
、
『岡
宮

の
民
俗
』
（沼
津
市
史
編
さ
ん
係
）、
『静

岡
県
歴
史
の
道
　
東
海
道
災
静
岡
県
教

育
委
員
会
）
、
『伊
豆
史
談
』
第

一
二
三

号

（辻
真
澄
氏
）
、
『歴
史
論
叢
』
第
３

号

（静
岡
県
歴
史
研
究
会
）
、
『山
梨
稲

川
と
平
田
篤
胤
』
（平
野
日
出
雄
氏
）

以
上
、
最
近
受
贈
の
沼
津
市
関
係
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
４０
号

獅
篠
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―
一

電
　
話

〇
五
五
九
二
〓
一〓
壬
千
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
二
一五
■
一〇

一
八

佐々木古桜 画

終戦間もないころの第一小学校

(第一小学校所蔵)

井上円了書「大平小学校」板額

(大平小学校所蔵)
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